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• この洞窟は、第2次世界大戦末期に
戦車を製造するために建造された
地下工場跡である。

•昭和19年11月に東京動力機械製造
（株）の疎開が決まり、山裾に半地
下式工場が建造され、隣接してこの
地下工場も造られた。半地下式工
場では、終戦までに約20台の戦車
が製造されたと言われている。しか
し、この地下工場では戦車を製造す
ることなく終戦を迎えている。

•地下工場は、高さ幅とも3.5ｍの3本
の坑道とそれを結ぶ5本の横坑で構
成され、総延長は600ｍである。

•地下工場跡地は酒蔵（さかぐら）とし
て使用され、さらに地域のイベントな
どにも活用されている。

• この施設は、風化しつつある戦争の
記憶を無言で語り継ぐ貴重な平和
の語り部であり、後世に伝えていく
べき遺産である。また、地域文化の
発信・文化交流施設として貴重な地
域資源ともいえる。

地下工場跡入口と近代化遺産解説板 「近代化遺産全国一斉公開」におけるパネル展示風景
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